
平成 25年度が始まりました。本年度の児童生徒
数と新１年生の数は表の通りです。（４月５日現在）

八百津町の学校は小規模校と、へき地複式学校で
構成されています。特に小規模の特色を生かし一人
ひとりの児童生徒に対応し、学力・生活力の向上を
図ります。
また、教職員だけでなく、町単独でさまざまな学
校支援員を配置し、きめ細かく支援しています。

支援員の種別：低学年支援、特別支援、少人数学習
支援、複式学級支援、生徒指導支援、心の教室支援、
専門教科支援。各学校に次のように配置しています。
八百津小学校６名　和知小学校 5名　錦津小学校
３名　久田見小学校２名　潮見小学校１名（他に週
５時間の専科支援員）　八百津中学校３名（他に部
活動支援員）八百津東部中学校１名
学校図書館支援職員　西部地区１名、東部地区１名
ＡＬＴ（外国語指導助手）２名、
ＪＴＥ日本人英語指導助手１名
県からは非常勤講師として特定教科の指導教師が
配置されています。
図工：錦津小学校、久田見小学校、潮見小学校、美
術：八百津東部中学校、理科：八百津小学校、錦津
小学校、八百津中学校、複式学級教科担任：潮見小
学校、少人数指導：八百津小学校、和知小学校
児童生徒支援：和知小学校

警報発令時における小中学校登下校等の扱い

八百津町の各学校では、保護者の方に警報発令時
の対応を学校からご連絡をしております。一般のみ
なさま方もご理解願います。

３月 21日午後７時より開催され 24年度および
25年度の事業について意見交換されました。特に
生涯学習の機会や、町民の方が広く参加できる魅力
ある体制を今後どうするかの議論がありました。み
のかも定住自立圏
生涯学習情報誌が
話題となり、当町
の講座に町外の方
が多く参加される
例が出されました
（例；キッズイン
グリッシュでは八百津町の小学生より他の市町から
の応募が多い）。八百津町として今後、各地にある
公民館の活動を推進する公民館主事や館長設置の必
要性が論議され、モデルのシステムを考えていく必
要があるとされました。今年度さらに検討し、今後
の方針を決定させたいと結論づけられました。

暴風雨警報だけでなく大雨・洪水警報が発令さ
れた場合は非常態勢としています
登校前の発令対応
・午前６時 30分に発令中の時は自宅待機
・午前６時 30分～ 11時までに解除の場合は
２時間後に授業開始します。（条件が整った
場合）

・午前 11 時過ぎに解除された場合は休業と
します

登校後 (学校に児童生徒がいるとき )発令対応
・授業を中止し安全が確認できれば下校する
・危険と判断した場合は学校待機
＊保護者の方への引き渡しを実施します
＊保護者への速やかな連絡をします
大雪・暴風雪警報等は校長判断としました
緊急時の食料と保温材を各学校に配備
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886名の児童生徒が元気に登校しています
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学　 校　 名 児童生徒数と学級数 新１年生

八 百 津 小 学 校 161名 普通６
特別支援２ 通級１ 29名

和 知 小 学 校 193名 普通６
 特別支援２ 35名

錦 津 小 学 校 135名 普通６
 特別支援２ 21名

久 田 見 小 学 校 54名 普通５ ７名

潮 見 小 学 校 12名 普通３ ３名

八 百 津 中 学 校 289名 普通９
 特別支援　２ 83名

八百津東部中学校 42名 普通３ 12名

さまざまな災害から子どもを守るさまざまな災害から子どもを守る
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